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SHIMZ Beyond Zero 2050

“Beyond”に込めた思い

自社活動による環境への負の影響をゼロにするだけ

でなく，顧客や社会にプラスの環境価値を提供する
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①国民的な機運・理解の醸成
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八ツ堀のしみず谷津（千葉県富里市）
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技術研究所再生の杜ビオトープ（江東区）

はだしのトレイル

地域共創オープン研究会

NOVAREコミュニティーガーデン

まちなか森のようちえん
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②多様な効果の見える化
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しみず谷津でのデジタル技術の活用
【デジトリ360】
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しみず谷津でのデジタル技術の活用
【OpenSpace】

【Fieldnote機能】
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見える化の取り組み
■「陸域生態系へ与える影響」に対する戦略としての独自の自然環境アセスメント。
自然関連リスクを事前に把握して回避・低減を、自然再生の機会も予測して自然再興を。

自然KY

自然の毀損は？
「危険予知」のKY

例）自然度：高

回復や創出は？
「機会予測」のKY

例）自然度：低 情報を可視化

事業判断の材料
として活用

※現在は環境省の植生自然度に基づき、1～10までの値をとり、面積に応じ
た荷重平均でスコア化。今後要件を拡充していく予定。

【自然KY】
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見える化の取り組み
UE-Net🄬🄬
Urban 
Ecological 
Network 
Evaluation 
system

【UE-Net🄬🄬】

生態系ネットワーク評価
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見える化の取り組み
GISで地域特性を分析・可視化し、まちづくりを支援

衛星画像を解析して取得した緑地データ（緑地空間面
積・植生タイプ）を活用。江東区内の緑地面積と居住
人口を125mメッシュごとに算出

都市の緑地環境と居住人口の
結びつきを可視化

「緑地データ」×「PAS（人口ダウンスケーリング機能）」

 高層住宅等の貢献により、人口が多い
地域で緑地面積が大きい傾向

公園緑地へのアクセス性分析
（計画案）

都市生態系ネットワークの
向上効果分析（計画案）

人と生態系の環境の向上に 
資する緑地計画をサポート

「緑地データ」×「PAS（道路アクセス距離分析機能）」
×「UE-Net（生態系ネットワーク分析機能）」

 人と生態系にとってインパクトが
大きい緑地整備計画を立案

緑地空間への歩行者のアクセス性、生態系ネット
ワークの向上効果を同時に分析

【マチミル】



12

S
H

IM
Z

12

②多様な効果の見える化
【グリーンインフラ機能の定量的評価手法】
• 認証制度が乱立している印象がある。LEEDとSITESのように親和性を持たせ、
国の事業はシルバーレベル必須などといった仕組みにしていくことで、民間と
しても取り組みやすくなるので、国としても積極的な事例形成推進をお願いし
たい（既存やリニューアルも含めて）。

• 発注者（デベロッパーなど）からの導入依頼もしくは提案がしやすいような制
度（発注者側のメリットが明確な制度）があるとよい。その一つとして、まち
や周辺住居の価値（不動産価格）が向上につながる制度が必要であると考える。

• 補助金や税制優遇など、優良な緑地確保に対するインセンティブを充実してほ
しい

• 定量化の比較に向け、脱炭素の制度と同じように、基準となる時期や、予測を
する時期をある程度設定してほしい。

• 簡易的な評価手法については、基盤となるデータをオープンデータ化してほし
い。
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③官民の取組を促進する環境整備
【ミティゲーション制度】
• ネイチャーポジティブという全体像の中で、日本としてのゴールを明確に示し
てほしい。ゴール達成に向けて、積極的に取り組む企業に対してのインセン
ティブがあるとよい。

• 制度設計をするにあたって、環境影響評価制度とのリンク付けをしてほしい

【評価スキーム】
• ECIなどの仕組みを活用し、施工者の創意工夫が評価されるとよい。
• 自治体の中でも、取組に対する姿勢が異なるため、評価スキームを導入する際
には評価制度は明確にしておく必要がある。
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③官民の取組を促進する環境整備
【中間支援】
• 認定特定非営利活動法人アースウォッチ・ジャパン：八ツ堀のしみず谷津ほか
• NPO法人Green Connection TOKYO／NPO法人NPO birth：グリーンインフラ
地域共創連携 

• 隅田川マルシェ実行員会：七夕めぐりなどで連携。（→富里市連携に発展）
• NPO法人グリーンワークス、みどりネットKoto：NOVAREにてコミュニティー
ガーデンづくりを江東区民の方とも実施中。

【環境価値のクレジット化】
• ミティゲーション制度との親和性が必要。都市部においては、基本的には創出
になると思うが、「回避」に対する価値に対してもキチンとクレジットを与え
なければ、ネイチャーポジティブにはつながらない。

• 環境価値が適正に評価される段階にきて、環境価値のクレジット化ができると
考える。政府としての方針や目標を設定しクレジット化を実装してほしい。

• 敷地単位だけでなく、地域単位での緑地確保を支援・促進する制度が必要では
ないか（※より大規模で優良な緑地確保や、まちなみの形成に資するため）



ありがとうございました
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